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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
液面の変位に追従作動するフロートを備えたフロートアームと、前記フロートアームの作
動に伴って変位するマグネットと、前記マグネットの磁気変化を検出する検出素子と、を
備えた液面検出装置において、前記検出素子をインサート成形によって覆う樹脂からなる
第１ケース体と、前記第１ケース体を覆う樹脂からなる第２ケース体と、前記第１ケース
体を収納するとともに前記第２ケース体をインサート成形することによって覆われるシー
ルドケースと、を備えたことを特徴とする液面検出装置。
【請求項２】
前記第１ケース体と前記第２ケース体の膨張係数を近似としたことを特徴とする請求項１
記載の液面検出装置。
【請求項３】
前記検出素子と電気的に接続されるリード部を設け、前記第１ケース体に前記リード部を
覆う被覆部を設け、前記被覆部を前記第２ケース体で覆ったことを特徴とする請求項１記
載の液面検出装置。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タンク内の各種液体の液量を検出する液面検出装置に関するものである。
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【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば車両などの燃料タンク内の燃料などの液面を検出する液面検出装置として
は、前記液面に応じて上下に追従作動するフロートを一端に備えたフロートアームと、前
記フロートアームの作動に伴って変位するマグネットと、前記フロートアームの他端を回
動可能に支持するハウジングと、このハウジング内に設けられるとともに前記マグネット
の磁気の変化を検出する磁電変換素子などの検出素子と、前記検出素子を保持する回路基
板と、前記回路基板を保護する充填剤と、前記回路基板や前記マグネットを取り囲むよう
に設けた磁気シールド部材と、前記磁気シールド部材と前記ハウジングとで形成され前記
検出素子や前記回路基板を収納する空間内に前記燃料などの浸入を防止するＯリングなど
の密閉材とを備えた液面検出装置が提案されている（例えば、特許文献１を参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－３２２２２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、前記液面検出装置は、部品点数が多く、組み立て性が悪く、さらに、コスト
が嵩むといった問題点を有していた。特に、前記検出素子が前記燃料などに触れないよう
保護するために、前記充填剤や前記密閉材などが必要であった。
【０００５】
　そこで、本発明は前述した問題点に着目し、検出素子を保護し、かつ、部品点数が少な
く、組み立て性が良く、コストを低減可能な液面検出装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明では、液面の変位に追従作動するフロートを備えたフロートアームと、前記フロ
ートアームの作動に伴って変位するマグネットと、前記マグネットの磁気変化を検出する
検出素子と、を備えた液面検出装置において、前記検出素子をインサート成形によって覆
う樹脂からなる第１ケース体と、前記第１ケース体を覆う樹脂からなる第２ケース体と、
前記第１ケース体を収納するとともに前記第２ケース体をインサート成形することによっ
て覆われるシールドケースと、を備えたものである。
　
【０００９】
　また、前記第１ケース体と前記第２ケース体の膨張係数を近似としたものである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の液面検出装置は、検出素子を保護し、かつ、部品点数が少なく、組み立て性が
良く、コストを低減可能な液面検出装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の第１実施形態の液面検出装置の断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図１を用いて本発明の第１実施形態を説明する。
【００１４】
　本発明の液面検出装置１は、フロートアーム２と、アームホルダ３と、マグネット４と
、検出素子５と、回路基板６と、リード部７と、第１ケース体８と、第２ケース体９と、
シールドケース１０及びフレームカバー１１とを備えたものである。
【００１５】
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　フロートアーム２は、液面の変位に追従作動するフロート２ａを備えている。フロート
アーム２は非磁性体の金属で形成されており、一端でフロート２ａを保持し、他端でアー
ムホルダ３に取り付けられている。
【００１６】
　フロート２ａは本実施形態において、ステンレスなどの腐食しにくい金属材料から形成
されている。なお、フロート２ａの材質は本実施形態に限定されるものではなく、合成樹
脂などで形成してもよい。
【００１７】
　アームホルダ３は、合成樹脂材料からなり、フロートアーム２とマグネット４を保持し
ている。
【００１８】
　アームホルダ３は、アーム保持部３ｃによってフロートアーム２を保持している。また
、アームホルダ３は、円筒部３ａを備えており、この円筒部３ａの内側にマグネット４を
備えている。
【００１９】
　また、アームホルダ３の中央部には、円柱部３ｂが設けられており、この円柱部３ｂが
、第２ケース体９の後述する支軸部を回動可能に支持する軸受けの機能を果たしており、
アームホルダ３は、第２ケース体９に回動可能に支持されている。
【００２０】
　また、アームホルダ３の図１中左側には、フレームカバー１１が配設され、第２ケース
体９に固定されている。このフレームカバー１１は、アームホルダ３を抜け止め状態にて
保持するとともに、アームホルダ３の円柱部３ｂを軸支する軸受部材の機能を果たしてい
る。
【００２１】
　マグネット４は、フロート２ａの作動に伴いアームホルダ３とともに回動（変位）する
。マグネット４は、環状で、２極着磁されたものであり、第２ケース体９の後述する円柱
部の外周に対向するように配置され、検出素子５の近傍に配設されている。なお、マグネ
ット４は、アームホルダ３の成形と同時にインサート成形などの手段によって一体に形成
されている。
【００２２】
　検出素子５は、例えばホール素子などの磁電変換素子からなり、マグネット４の回動に
伴う磁気の変化を検出し検出信号を出力する。また、検出素子５は、例えばＭＲ素子など
の検出素子を用いてもよい。検出素子５は、リード５ａによって回路基板６に機械的に固
定されるとともに、電気的に接続されている。
【００２３】
　回路基板６は、ガラスエポキシ樹脂などの硬質の基板からなるものである。回路基板６
は、検出素子５とリード部７とを保持するものである。また、検出素子５とリード部７と
を電気的に接続するものである。また、回路基板６上には図示しない電子部品が実装され
ている。
【００２４】
　リード部７は、銅などの導電性の良好な導体７ａと、この導体７ａを覆う絶縁被膜７ｂ
とで構成されている。リード部７の導体７ａが、回路基板６と半田６ａによって電気的に
接続され、本実施形態では、リード部７は、回路基板６を介して検出素子５と電気的に接
続している。
【００２５】
　第１ケース体８は、合成樹脂、たとえば、ポリエステル系の合成樹脂からなり、検出素
子５と、回路基板６と、リード部７の一部を覆っている。検出素子５と、回路基板６と、
リード部７の一部は、第１ケース体８をインサート成形によって形成したことによって覆
われている。
【００２６】
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　第２ケース体９は、合成樹脂、たとえば、ＰＢＴ（ポリブチレンテレフタレート）やＰ
ＯＭ（ポリアセタール樹脂）などの合成樹脂からなり、第１ケース体８とシールドケース
１０を覆っている。なお、本実施形態では、第２ケース体９は、第１ケース体８の全体を
覆っているわけではなく、第１ケース体８のリード部７の周囲を覆った被覆部８ａの一部
が、第２ケース体９から露出している。第２ケース体９は、インサート成形によって形成
されている。
【００２７】
　なお、第２ケース体９は、円柱部９ａを備えている。この円柱部９ａは、アームホルダ
３を回動可能に支持する支軸部９ａ１を備えている。
【００２８】
　第１ケース体８と、第２ケース体９の熱膨張係数は、近似であり、温度変化による剥離
などを防止している。
【００２９】
　シールドケース１０は、例えば鉄ニッケル製で、円筒部１０ａと底部１０ｂとを備えた
カップ形状である。円筒部１０ａの一部には、リード部７と、このリード部７を覆う第１
ケース体８とをシールドケース１０外へ引き出すための切り欠き部１０ｃを備えている。
　シールドケース１０は、円筒部１０ａと底部１０ｂで形成される凹部内に、第１ケース
体８を収納した状態で、第２ケース体９で覆われるものである。シールドケース１０は、
マグネット４と検出素子５及び回路基板６を取り巻くように形成されている。このシール
ドケース１０によって、液面検出装置１の外部側からの磁気の影響を遮断することができ
、高信頼性及び高精度の検出出力を得ることができる。
【００３０】
　以上のように、検出素子５を第１ケース体８で覆い、さらに、この第１ケース体８を第
２ケース体９で覆うことによって、前記充填剤や前記充填剤を充填する行程を削減するこ
とができ、部品点数を削減することができる。また、組み立て性も向上させることができ
る。よって、コストを低減することが可能な液面検出装置１を提供することができる。
【００３１】
　また、第１ケース体８を第２ケース体９で覆うことによって、第２ケース体９が成形後
の収縮によって、第１ケース体８を圧縮し、特に、第１ケース体８のリード部７の周囲を
覆った部分も第２ケース体９によって圧縮され、第１ケース体８とリード部７との間から
前記燃料が浸入することを防止することができ、安価で、リード部７と第１ケース体８と
の間のシール性が向上した液面検出装置を提供できる。
【００３２】
　また、第１ケース体８を収納するとともに第２ケース体９によって覆われるシールドケ
ース１０を設けたことによって、シールドケース１０を取り付ける作業を削減することが
でき、組み付け性が向上する。また、シールドケース１０を第２ケース体９で覆ったこと
によって、たとえば、液面検出装置１を組み付け時に、液面検出装置１を燃料タンクなど
にぶつけたことによるシールドケース１０の変形を防止することができる。このシールド
ケース１０変形を防止することによって、磁気特性の変化を防止することができる。さら
に、シールドケース１０の腐食を防止することができる。特に、前記燃料がアルコールな
どの場合に効果的である。
【００３３】
　なお、本実施形態では、リード部７は、回路基板６を介して検出素子５と電気的に接続
していたが、本実施形態に限定されるものではなく、リード部７と検出素子５とを直接電
気的に接続しても良い。
【産業上の利用可能性】
【００３４】
　本発明は、タンク内の各種液体の液量を検出する液面検出装置に利用可能である。
【符号の説明】
【００３５】
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　　１　　　液面検出装置
　　２　　　フロートアーム
　　２ａ　　フロート
　　４　　　マグネット
　　５　　　検出素子
　　７　　　リード部
　　８　　　第１ケース体
　　８ａ　　被覆部
　　９　　　第２ケース体
　１０　　　シールドケース
　

【図１】



(6) JP 5152679 B2 2013.2.27

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００７－１８３２４１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－０４２１１９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特許第４１２５２６２（ＪＰ，Ｂ２）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０１Ｆ　　２３／３８　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

